
TOP Beauty NEWS
トップ広告社がお届けする美容・ファッションのトレンドニュース♪

「美容サロン就業実態調査」
※ 美容師、ネイリスト、エステティシャン、リラクゼーションセラピスト、まつげエクステスタッフ

美容師が初職からの転職先の職業で、美容師を継続するのは55.4%。3割以上は、美容とは関係のない職に

就くかどこにも就職しない結果に。

■【美容師】初職を辞めた／転職した理由

※美容師免許保有者かつ学校卒業後の初職が美容師で、その後辞めた／転職した人

～現役美容師における離職経験と、復職のきっかけについて～

■離職経験の有無 ■離職していた期間

■復職のきっかけ

現役の美容師さんに離職経験（美容師を辞めた経験）

を聞くと、4割以上が経験が「ある」と回答。そのうちの7割

以上が5年未満で復職していることが分かりました。

復職したスタッフの方へお話を伺うと、「美容が好き」、「人

をキレイにすることが好き」とおっしゃる方が多く、好きだから

こそ、美容師として再び働く方が非常に多いと感じます。

初職の離職率も高い一方で、資格を生かした復職が少な

くないのも美容業界の特徴です。

「働きたいと思った人が、いつでも働ける」持続可能性の高

さを業界の魅力として発信していくことが、働く人の増加に

つながっていくと思います。

■調査概要

調査名 ：美容サロン就業実態調査（2024年）調査手法：インターネットリサーチ

■【美容師】離職に関する指標

切らない小顔施術

インモードリフティングとは

インモードリフティングは、美容先進国イスラエルのインモード社の複合機「インモード」
の「フォーマ」と「ミニFX」のコンビネーション治療です。

お隣の韓国で大人気の小顔メニューで、「切らない小顔治療」「HIFUに匹敵する即時
効果」と話題のコンビネーションです。

「フォーマ」×「ミニFX」の相乗効果によって、効率よく脂肪細胞を破壊して、強力なタイ
トニング効果を最大限に引き出すことが最大の魅力。

施術中の痛みはなく、温かい感覚でむしろ心地よい。術後に傷跡や痛みが残ることは
ほとんどありません。

お顔のボリュームダウンとシャープなフェイスライン、二重あごの改善をオペなしで目指
すことができます。

〈こんな人にオススメ★〉
・顔周りのたるみが気になる人
・フェイスラインをすっきりさせてい人
・ダウンタイムをほぼなく過ごしたい人

インモードリフティング
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HOTPEPPER Beauty 7月号
発行日：6/27(金)
申込〆切：6/7(金)／原稿〆切：6/13(木)

編集後記

HOTPEPPER Beauty 8月号
発行日：7/25(木)
申込〆切：7/5(金)／原稿〆切：未定(木)

5月も激しい気温の変動でしたが、皆さん体調は崩されていませんか？
これから梅雨入りとなりますが、ヘアサロンでは今から『縮毛矯正』の施術が
増加傾向にあります。まだまだ“髪質改善”の需要は高いので、縮毛矯正を強み
にしているサロンさまはチャンスの時期ですね！
もう既に対策済みかもしれませんが、髪の紫外線対策のアドバイスはお伝えし
ていらっしゃいますでしょうか。7月以降に向けての準備も、繁忙期シーズン
に入る前にしっかりと戦略を立ててサロンを盛り上げていきましょう☆

上野

●「レチノイン酸誘導体（HPR）」とは？

「レチノール」と同じ「レチノイド」の一種「レチノイン酸誘導体」である
「HPR（レチノイン酸ヒドロキシピナコロン／以降「HPR」という）」は、「レチ

ノール」と同じ「レチノイド」という化合物の一種です。近年、美容家のあ
いだで話題の「グラナクティブレチノイドⓇ」の核となる成分でもあります。

「レチノイド」に分類される化合物は、この他にも「パルミチン酸レチノー
ル」や医薬品として取り扱われる「レチノイン酸（トレチノイン／以降「レチ
ノイン酸」という）」などがあります。

●素早い*アプローチを実現

通常、化粧品に配合される「レチノール」や「パルミチン酸レチノール」
は、「レチノイン酸」へ変換されてから受容体に届きます。しかし、
「HPR」は医薬品として扱われる「レチノイン酸」と同様に、変換を必要と
せず、そのままの形でダイレクトに受容体に届き*4ます。そのため、年
齢肌*2悩みに効率的にアプローチし、速攻*でハリやくすみ*5に対する
変化を体感できます。

W color layer cut

ふんわり軽やかな見た目で
おしゃれな子や美容師さんがおすすめしている

＼注目のトレンドスタイル／

上部にボリュームと動きが出るた
め、髪全体がぺたんとなりやすい
など、髪にボリュームを出したい

方におすすめ◎

程良くボリュームを抑えることが
できるので、髪の量が多い人や髪
質が硬めの人など、重さに悩む人

におすすめ◎

ハイレイヤー

ローレイヤー

髪の高い位置からレイヤーを入れるスタイル

髪の低い位置から入れるレイヤースタイル

ダブルカラーのメリット
• カラーの発色が良い
• ハイトーンカラーが再現しやすい
• カラーを選ぶ幅が広がる
ダブルカラーのデメリット
• 髪や頭皮を傷めるリスクが高い
なお最近は、ケアブリーチというブリーチ剤が人気
発色のクオリティはそのままに、通常のブリーチ剤より
も髪や頭皮へのダメージを軽減
• へアカラーの色落ちが早い

髪のトーンが明るくなり、
しっかりとした発色と透明感が作れる

スポーツとメイクに関する
実態調査

株式会社カティグレイス（本社：東京都台東区、代表取締役 服部 勝
髙）が展開するコスメブランド「LUMIURGLAS（ルミアグラス）」は、
2024年2月29日（木）～3月7日（木）に、スポーツとメイクに関する実
態調査を全国921名の女性を対象とし、インターネットリサーチにて実
施いたしました。

■約７割が「週に1回以上スポーツをしている」と回答

■2人に1人がスポーツ中も「メイクをする」と回答

■約3割以上が「モチベーションを上げる」
「自信を持つ」ためにスポーツメイクをする

全国のスポーツを行う女性を対象に、日頃スポーツ中に
メイクをするポイントを調査した結果、「眉のメイク」をする
人が30％、「目・目元のメイク」を行う女性が26％という結
果となりました。顔の上半身である目と眉は、人と対面する
時によく見る・見られるポイントでもり、見た目の印象を与
えるパーツエリアのため、スポーツ中でも重要視されること
が推察されます。

■半数以上がスポーツ中のメイクは「眉」「目元」
を重視している

＼ 検索ワードでも上昇中／


